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郡民のコミュニティスペース
相楽会館のご利用をお待ちしています
郡内7カ町村の根幹事業として建設された相楽会館は、

福祉の増進や文化の向上を図るための施設です。大ホール
（400名収容）をはじめ、小ホール（26名収容）、講習室
（44名収容）、相談室（20名収容）、読書室（11名収容）が
ありますので、目的や人数に合わせてご利用いただけます。
どうぞお気軽にご相談ください。

平成16年度
相楽ふるさと塾受講生を募集します
「相楽を見て！聞いて！学ぶ！～広げよう交流の輪～」
平成16年度「相楽ふるさと塾」は、地域を取り巻く状況把握、地域づくり
の事例研究・圏域内外の視察などを通じて、相楽を見て、聞いて、学び、そ
の学んだことを地域に還元し、交流の輪を広げることを目的に開講します。
次のとおり、受講生を募集しますので、みなさんのご応募お待ちしています。

《 募 集 要 項 》
【開設期間】
平成16年7月から平成17年3月（9回程度の開講とし、原則として、第3木
曜日に開講としますが、場合によっては、日程が変更になることもあります。）
【講座内容等】（予定）

【受講者対象者】
原則として、郡内に在住者に限ります。（20歳以上で、

男女は問いません。）開講回数全9回のうち、半数以上出席
できる方で、かつレポートを提出していただける方
【受講料等】
無料（ただし、相楽会館までの交通費、昼食代等は、自己負担とします。）

【申し込み・問い合わせ先】
まずは、町村担当窓口・相楽郡広域事務組合担当窓口に問い合わせ
てください。（ホームページ上からも申込書をダウンロードできます。）
〔締め切り5月7日（金）〕

【受講者の決定】
5月31日（月）までに決定し、ご連絡いたします。

◆平成◆平成1414年度決算報告年度決算報告 
◆相楽◆相楽まるかじりマップ 
◆わが◆わがまちふるさと 
◆そうらくINFORMATIONINFORMATION

◆平成14年度決算報告 
◆相楽まるかじりマップ 
◆わがまちふるさと 
◆そうらくINFORMATION

相楽会館内
禁煙のお知らせ

人口及び世帯数（平成16年1月31日現在）、面積は全国都道府県市区町村別面積調（平成15年10月1日現在）

町村名 世帯数 人　口 面積（km2）

山 城 町

木 津 町

加 茂 町

笠 置 町

和 束 町

精 華 町

南 山 城 村

計

2,732 9,093 24.53
12,507 36,371 23.62
5,327 16,124 36.97
719 2,045 23.57

1,717 5,454 64.87
11,111 33,388 25.66
1,229 3,790 64.21
35,342 106,265 263.43

人口・面積DATA

その他詳細につきましては相楽会館まで（TEL.0774-72-0421）

会 館 使 用 料 金

設 備 使 用 料 金

会館のご利用ついて

平成16年１月5日から相楽会館内は全面禁煙となりました。
喫煙が健康などに与える影響についての医学的研究、社会一

般の認識などが深まり、また、健康増進法（平成14年法律第
103号）において公共の場所における受動喫煙防止対策が求め
られるなど、喫煙対策をめぐる状況が進展しています。
以上のことから当会館においても、館内全面禁煙を実施いた

しますので、利用者のみなさまにはご協力、ご理解のほどよろ
しくお願いします。
（喫煙所は、１階玄関前に設置していますので喫煙される場合は、
こちらをご利用ください。）

承認を受けた使用時間区分を超える使用料は、超過使用時間1時間
（30分未満切り捨て30分以上1時間）につき、承認を受けた使用時間
区分の使用料の額に10分の2を乗じて得た額

◆利用のお申し込み
当館備え付けの用紙に、必要事項を記入捺印のうえ、使用日の一週間
前までに受付へお申し込みください。（ホームページ上からも申請書
をダウンロードできます。）
◆使用料
使用料は全納していただきます。なお納められた料金は当館の都合で
ご利用できなかった場合のほかはお返しできませんからあらかじめご
承知ください。
◆使用権
使用の権利を他人に譲渡したり、転貸することは認められません。
◆使用の取消し
1.使用目的を変更したとき。
2.条例や規則に違反したとき。
3.災害や事故で使用できなくなったとき。
4.管理上支障があるとき。
◆開館時間
午前9時から午後9時まで
◆休館日
12月28日から翌年1月4日までの8日間
※あいにく駐車場がございませんのであらかじめご承知いただきますよ
うお願いします。

町　村　名 担　当　課 電　話　番　号
山　城　町 総　務　課 （0774）86-2300
木　津　町 学研企画課 （0774）72-0501
加　茂　町 企画調整課 （0774）76-3611
笠　置　町 企画観光課 （0743）95-2301
和　束　町 総　務　課 （0774）78-3001
精　華　町 企画調整課 （0774）95-1900
南 山 城 村 企画財政課 （07439）3-0101

相楽郡広域事務組合 総　務　課 （0774）72-0421

午前の部 午後の部 夜 の 部 １日

6,000円

2,000円

2,000円

1,200円

800円

1,500円

1,500円

8,500円

2,600円

2,600円

1,560円

1,040円

2,000円

2,000円

9,600円

3,500円

3,500円

2,100円

1,400円

2,500円

2,500円

24,100円

8,100円

8,100円

4,860円

3,240円

6,000円

6,000円

400人まで

26人まで

44人まで

26人まで

18人まで

11人まで

20人まで

大ホール

小ホール

講 習 室

講習室Ａ

講習室Ｂ

読 書 室

相 談 室

区分
利用人員

室別
午前9時から
正 午 ま で

午後1時から
午後5時まで

午後6時から
午後9時まで

午前9時から
午後9時まで

区　　分 冷房設備 暖房設備

金　　額 会館使用料の10分の3.5 会館使用料の10分の2.5 ※場合によっては、講座内容等が変更になることもあります。

開講式

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

修了式

開催日

7月15日（木）

8月26日（木）

9月16日（木）

10月21日（木）

～22日（金）

11月18日（木）

12月16日（木）

1月13日（木）

2月17日（木）

3月17日（木）

内　容

開 講 式

事例研究

地域研究

意見交換

地域研究

意見交換

意見交換

圏域外視察

意見発表

修 了 式

備　考テ ー マ

未　　定

視察研修（木津町・精華町）

視察研修【1泊2日】（山城町・

加茂町・笠置町・和束町・南山城村）

修了生のつどいと同時開催

近隣広域圏の視察

相楽郡の現状と課題

意見発表（一年間を振り返って）

相楽会館

相楽会館

相楽会館

相楽会館

相楽会館

（宿泊）
和束青少年
山の家

意 見 交 換
事 例 研 究
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一
般
会
計 

歳入決算額 
767,797,638

歳出決算額 
742,543,863

分担金及び負担金 
458,359,000

使用料及び手数料 
255,279,452

府支出金 
2,910,000

繰越金 
25,069,940

諸収入 
79,246

組合債 
26,100,000

議会費 
630,380

総務費 
36,951,627

衛生費 
553,056,026

公債費 
151,905,830

山城町 53,659,000 
木津町 95,603,000 
加茂町 128,387,000 
（公債費分担金79,833,000含む） 
笠置町 22,528,000 
和束町 41,149,000 
精華町 92,067,000 
南山城村 24,966,000

大谷処理場運転維持管理委託費 265,650,000 
し尿くみ取り収集運搬業務委託費（6業者） 235,275,756 
大谷処理場水源地更新工事費 43,365,000 
大谷処理場水源地更新工事施工監理業務委託費 3,521,700 
生活排水処理基本計画等作成業務委託費　　　　　 2,499,000ほか 

単位:円 

相
楽
地
区
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
振
興
事
業
特
別
会
計 

歳入決算額 
11,837,505

歳出決算額 
9,034,794

財産収入 
10,506,004

繰越金 
1,180,687

諸収入 
150,814 振興総務費 

3,395,536

事業推進費 
1,574,400

事業費 
2,340,358

広域的事業推進費 
1,724,500

単位:円 

審査の結果
審査に付された一般会計及び特別会計歳入

歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実
質収支に関する調書及び財産に関する調書は
関係法令に準拠して作成されており、決算計
数は関係帳簿及び証拠書類と照合した結果、
全て適正に行われているものと認められた。
内容を検討すると、予算額から見る執行率

は、一般会計で97.0パーセント、特別会計で
は76.5パーセントとなり、全体としては96.7
パーセントとなる。
一般会計では、大谷処理場運転維持管理業

務、し尿収集運搬委託業務等を中心に、日常
業務が円滑に処理されていることは評価でき
る。特に今年度の特徴として、衛生費で一般
会計全体の74.5パーセントを占めるうえに、
今年度から大谷処理場更新工事に係る平成10
年度借入分の元金償還が始まったことから公
債費で20.4パーセントと大きくウエイトを占
めることがあげられる。
特別会計では、郡内一円が対象となる広域

的なソフト事業という困難さがある中で、積
極的に各種ソフト事業に取り組まれている。
しかし、この特別会計の財源は、基金の果実
をもって運営しなければならない中で、今後
の基金運用をはじめ、金利の低下に伴う基金
果実の減少が予想されるため、さらなる効率
的な支出をする必要がある。
以上のとおり、予算額との執行率は、一般

会計、特別会計ともに適正に執行されており、
今後も厳しい財政状況を踏まえて、検討に検
討を重ねての取り組みを望む。なお、広域事
務組合にあっては、一般会計の主たる財源が
構成町村の分担金であることから財政運営等
についての努力が見受けられるが、今後も予
算編成には一層緻密性を発揮するよう努力さ
れたい。
一般会計歳入歳出差引額25,253,775円のうち、
し尿くみ取り券の売上分として、15,965,352円
が含まれているので、実質額は9,288,423円
となり、決算規模からみて、あながち高額に
過ぎるとは認められないが、町村分担金を主
財源としている組合組織の特質に鑑み、繰越
額は、新年度当初における円満な事業運営上、
必要最少限度に止まるよう配慮されている
が、今後も更に希望する。
全体的にみても実質収支は黒字となり、財

政運営は総体的にみて健全であり、適切であ
ることが認められる。

大谷処理場 相楽会館

第10回記念相楽の文化を創るつどい（アスピアやましろ） 相楽ふるさと塾（第2回）地域研究　打越台環境センター（相楽郡西部塵埃処理組合）

特別会計の主な事業
相楽郡7カ町村からの出資金と京都府からの補

助金により7億円の基金を積立て、そこから出る
運用益を財源として、ソフト事業を中心とした地
域振興事業に取り組んでいます。
�相楽圏域CIの実施とニューメディア活用での発信
魅力的で豊かな地域づくりを目指して自主的
（主体的）に活動する住民団体等が主催し、相
楽のイメージアップを図ることが期待できる事
業等に要する経費に対して、支援・育成する。

�広域圏だより「だい好き！そうらく」の発行
年3回発行（全戸配布）37,000部×3回
�第9期　相楽ふるさと塾
一般公募により22名の受講生。年間6回の研修
講座の開講

�文化・スポーツ施設の広域連携システムの形成
ホームページのコンテンツの充実を図る。
�第10回記念相楽の文化を創るつどい
郡内の文化サークルの発表会の開催（19団体出演）
相楽の文化を創るつどい10周年記念誌の発行
1,000部

�相楽地区ふるさと市町村圏振興事業基金積立
2,500千円

相楽会館利用実績

平成14年度町村別し尿・浄化槽汚泥搬入量

町村別・年度別し尿搬入量

平
成
14
年
度
決
算
報
告
平
成
14
年
度
の
決
算
が
、
12
月
の
組
合
議
会

定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

件　　数 

H.7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14

314件 
354　 
331　 
263　 
315　 
285　 
334　 
322　 

17,375人 
14,779　 
14,316　 
11,753　 
9,608　 
10,749　 
10,902　 
10,334　 

1,091,120円 
1,254,820　 
1,034,070　 
1,014,140　 
1,232,430　 
1,129,885　 
1,052,680　 
886,590　 

人　　員 収入金額 区分 
年度 

し尿 町村名 

3,554 
5,833 
3,400 
1,416 
2,785 
4,974 
1,591 
23,553

15.1 
24.8 
14.4 
6.0 
11.8 
21.1 
6.8 

100.0

1,735 
2,801 
397 
473 
1,006 
2,045 
560 
9,017

19.2 
31.1 
4.4 
5.3 
11.1 
22.7 
6.2 

100.0

割合％ 浄化槽汚泥 割合％ 

単位：kl

山 城 町
木津町  
加 茂 町  
笠 置 町  
和 束 町  
精 華 町  
南山城村 
計 

町村名 
年度 

5,268 
8,925 
5,149 
1,741 
4,403 
10,971 
2,012 
38,469 
3,777 
42,246 
6,210

5,015 
8,778 
5,016 
1,672 
4,353 
10,616 
1,944 
37,394 
4,405 
41,799 
4,470

4,356 
7,391 
4,241 
1,564 
3,373 
8,407 
1,966 
31,298 
6,740 
38,038 
6,150

3,654 
6,162 
3,546 
1,391 
2,918 
6,328 
1,669 
25,668 
7,386 
33,054 
2,340

3,554 
5,833 
3,400 
1,416 
2,785 
4,974 
1,591 
23,553 
9,017 
32,570 
2,360

平.10 平.11 平.12 平.13 平.14

単位：kl

山 城 町
木津町  
加 茂 町  
笠 置 町  
和 束 町  
精 華 町  
南山城村 
小 計  
浄化槽汚泥 
合 計  
海洋投入 
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平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
笠
置
い
こ
い
の

館
」
は
、
32.

２
度
の
源
泉
に
少
し
熱
を
加
え
た
独

特
の
ヌ
メ
リ
感
の
あ
る
天
然
温
泉
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
浴
室
に
は
、
窓
か
ら
さ
ん
さ
ん
と
太
陽
光
線

が
差
し
込
み
、
天
然
の
有
効
成
分
が
た
っ
ぷ
り
バ

ラ
ン
ス
よ
く
溶
け
込
ん
だ
お
湯
に
身
を
浸
せ
ば
、

疲
れ
が
癒
さ
れ
心
の
底
か
ら
ほ
ん
わ
か
く
つ
ろ
げ

気
分
も
爽
や
か
に
な
り
ま
す
。

館
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
専
用
の
車
イ
ス
で

入
浴
で
き
る
大
浴
場
の
ほ
か
、
打
た
せ
湯
、
サ
ウ

ナ
、
露
天
風
呂
な
ど
設
備
も
充
実
し
、
Ｊ
Ｒ
笠
置

駅
か
ら
も
徒
歩
３
分
の
便
利
さ
で
、
周
辺
は
四
季

を
感
じ
、
歴
史
を
訪
ね
旬
の
味
覚
や
ア
ウ
ト
ド
ア

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ：

わ
か
さ
ぎ
温
泉
笠
置
い
こ
い
の
館

�
0
7
4
3-

9
5-

2
８
９
２

和
束
町
湯
船
に
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
湯
船
森
林
公
園
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア
」、
同
エ

リ
ア
は
、
三
ヶ
岳
（
標
高
618
メ
ー
ト
ル
）
を
源
と

し
、
和
束
川
に
合
流
す
る
支
流
黒
川
を
２
箇
所
の

堰
堤
で
止
め
ら
れ
た
人
造
湖
で
す
。
ル
ア
ー
・
フ

ラ
イ
の
専
用
区
で
「
な
ご
み
の
湖
（
こ
）」
と
「
ラ

イ
ト
エ
リ
ア
」
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
に
わ
か
れ
ま
す
。

「
な
ご
み
の
湖
」
の
釣
り
場
は
、
広
さ
約

13,000
平
方
メ

ー
ト
ル
、
池
に
３
本
の
桟
橋
を
設
け
、
ニ
ジ
マ
ス

や
イ
ワ
ナ
、
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
約

10,000
匹
以
上
を
放
流
、

最
大
80
人
が
楽
し
め
ま
す
。

「
ラ
イ
ト
エ
リ
ア
」
は
、
和
束
川
の
本
流
堰
堤

下
を
利
用
し
た
幅
20
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
45
メ
ー
ト

ル
、
水
深
1.7
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
な
エ
リ
ア
、
初

心
者
の
方
や
子
供
さ
ん
、
ご
家
族
な
ど
で
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
周
囲
を
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
の
中
に
癒
し
の
湖
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、

き
っ
と
新
し
い
魅
力
に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
合
せ：

湯
船
森
林
公
園
管
理
組
合

「
な
ご
み
の
湖
」
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今
や
京
都
府
下
最
大
の
観
光
苺
園
と
な
っ
た
、

精
華
町
が
誇
る
川
西
観
光
苺
園
が
２
月
28
日
よ
り

開
園
し
て
お
り
ま
す
。

春
の
陽
気
な
青
空
の
下
、
自
然
の
中
で
「
川
西

い
ち
ご
」
を
満
足
い
た
だ
け
る
ま
で
堪
能
し
て
下

さ
い
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
苺
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
、

地
場
野
菜
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
ま
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
高
の
環
境
で

最
高
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
、
こ
の
上
な
い

贅
沢
な
環
境
に
浸
れ
ば
、「
川
西
い
ち
ご
」
に
魅
了

さ
れ
る
こ
と
必
至
で
す
！

期
　
間：

２
月
28
日
（
土
）
〜
５
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
予
約
制

入
場
料：

大
人
１，
１
０
０
円
　
小
人
９
０
０
円

幼
児
６
０
０
円

※
土
・
日
・
祝
は
２
０
０
円
増
し

問
合
せ：

精
華
町
川
西
観
光
苺
園

�
０
７
７
４-

９
４-

５
２
３
０

精
華
町
農
林
商
工
課
　

�
０
７
７
４-

９
５-

１
９
０
３

鎌
倉
時
代
の
末
期
、
倒
幕
の
計
画
が
知
れ
笠
置

山
に
難
を
逃
れ
た
後
醍
醐
天
皇
。
そ
れ
を
聞
い
た

天
皇
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
あ
る
女
官
が
、
伊
勢

で
病
気
療
養
中
に
も
関
わ
ら
ず
駆
け
つ
け
ま
し
た

が
、
天
皇
は
追
っ
手
か
ら
逃
れ
る
た
め
出
発
し
た

後
で
し
た
。
彼
女
は
天
皇
に
会
え
な
か
っ
た
悲
し

み
と
長
旅
の
疲
れ
か
ら
持
病
が
再
発
し
、
一
目
も

逢
わ
な
い
う
ち
に
自
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。
天
皇

の
こ
と
を
心
配
し
、
恋
焦
が
れ
、
そ
し
て
病
に
苦

し
む
よ
う
な
辛
い
こ
と
は
自
分
一
人
で
十
分
と
、

人
々
の
守
り
神
に
な
ろ
う
と
遺
言
し
、
こ
の
こ
と

を
哀
れ
ん
だ
人
々
が
祠
を
建
て
て
、
祀
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で
「
恋
し
い
、
恋
し
い
」

と
言
い
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
い
つ
し
か
愛

着
を
込
め
て
『
恋
志
谷
さ
ん
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
４
月
２
日
に
は
春
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
恋
の
悩
み
を
恋
志
谷
さ
ん
に
打
ち
明
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ：

南
山
城
村
土
木
経
済
課

�
０
７
４
３
９-

３-

０
１
０
１
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若
葉
の
新
緑
が
眩
い
季
節
で
す
。

山
城
町
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
す
る
な
ら
森
林

公
園
で
す
。

鳴
子
川
上
流
に
あ
る
森
林
公
園
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
ほ
か
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
と
い

っ
た
宿
泊
施
設
も
あ
り
、
泊
り
が
け
で
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
川
で
の
沢
蟹
と
り
や
、

広
場
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
森
林
浴
や
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
親
子
そ
ろ
っ
て
自
然
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
標
高
４
７
３
メ
ー

ト
ル
の
三
上
山
の
山
頂
に
は
展
望
台
が
設
置
さ
れ
、

学
研
都
市
の
街
並
み
は
も
ち
ろ
ん
、
相
楽
郡
一
円

が
眺
望
で
き
ま
す
。

山
城
町
森
林
公
園
は
、
日
常
生
活
の
喧
騒
か
ら

ち
ょ
っ
と
離
れ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
の
に
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。

問
合
せ：

山
城
町
森
林
公
園

�
0
7
7
4-

８
６-

４
５
０
７

光
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
太
陽
の
光
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
光
。
原
始
の
時
代
か
ら
人
類
が
照

明
や
通
信
の
道
具
と
し
て
求
め
、
作
り
出
し
て
き

た
電
灯
、
蛍
光
灯
、
レ
ー
ザ
ー
光
な
ど
の
人
工
の

光
。
平
成
13
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
き
っ
づ

光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
」
で
は
、
光
の
不
思
議
を
体

験
し
、
光
の
基
本
的
な
性
質
か
ら
最
先
端
の
光
の

利
用
技
術
ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
身
近
な
も
の
で
あ
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
思
議
に
満
ち
た
「
光
」

を
テ
ー
マ
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
科

学
す
る
心
」
を
育
み
、
ま
た
広
く
一
般
の
方
が
、

光
科
学
技
術
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
光
の
不
思
議
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

問
合
せ：

き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
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町
南
部
の
当
尾
地
区
に
は
、
岩
船
寺
と
浄
瑠
璃

寺
、
加
茂
青
少
年
山
の
家
と
の
間
を
、
道
案
内
す

る
か
の
よ
う
に
数
多
く
の
石
仏
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
特
に
わ
ら
い
仏
（
写
真
）
や
一
つ
だ
け
願
い

を
叶
え
て
く
れ
る
不
動
明
王
立
像
、
高
さ
６
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
大
門
仏
谷
な
ど
が
有
名
で
石
仏
の

里
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
め
ぐ

る
約
４
�
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
は
、
鎌
倉
時

代
か
ら
の
歴
史
と
春
に
向
か
っ
て
新
緑
に
色
づ
く

自
然
を
贅
沢
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

Kasagi

Wazuka

Kamo
Kizu

Seika

Yamashiro
Minamiyamashiro
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山
城
町
森
林
公
園
で
春
を
満
喫
し
よ
う

山や

ま

城し

ろ

町ち
ょ
う
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い
に
し
え
街
道
・
当
尾
ハ
イ
キ
ン
グ

加か

茂も

町ち
ょ
う
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笠
置
の
地
か
ら
湧
き
出
る
天
然
温
泉

笠か

さ

置ぎ

町ち
ょ
う
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新
鮮
な
い
ち
ご
の
食
べ
放
題
！
　
い
ち
ご
狩
り

精せ

い

華か

町ち
ょ
う
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��
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��
��
��

湯
船
森
林
公
園
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア

和わ

束づ

か

町ち
ょ
う
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〜
恋
の
神
様
　
恋
志
谷
神
社
〜

南み
な
み

山や

ま

城し

ろ

村む

ら

��
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��
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��
��
��

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
不
思
議
な
光
の
世
界
　

木き

津づ

町ち
ょ
う


